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探索する、という視点から捉えた研究や文献は見あ
たらなかった。そこで、本研究では、既存の資料・
文献から、訪問看護の発生とその変遷に大きく関
わったと考えられる共通因子を探索することにした。
今回は、明治時代から終戦直後までを一区切りとし
て報告する。なお、ここでは訪問看護を‘看護者あ
るいは看護に関わる専門の教育を受けた者が、健康
生活上の問題をもつ対象の家庭へ、訪問という手段
を用いて看護援助を行うこと，と定義した。
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要旨
訪問看護は明治時代に芽吹き、時代の流れと共にその姿を変えながら現在に至っている。本研究
は、東京と大阪を拠点に訪問看護活動を行った８活動主体を対象に、既存の資料・文献から、訪
問看護の発生及び変遷に共通する因子の探索を目的として行い、以下の結果を得た。①訪問看護
は、乳児死亡率の低減を主目的に、当時の医療・出産形態を反映した形で実施された。②第一次
世界大戦後は、経済不況により拡大した貧困層・労働者階級を対象にした訪問看護が主流になっ
た。③訪問看護活動の多くは、その基盤に、人道主義やキリスト教の奉仕の精神を持っていた。
④訪問看護活動者には高レベルの知識と技術が求められており、人員確保に独自の養成課程を設
ける主体も少なくなかった。また、活動内容には、すでにソーシャルワーカー的な働きが見られ
ていた。
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はじめに
近年わが国は、疾病の多様化や少子化および人口
の高齢化が急速に進み、それに伴って、これまで主
に医療機関や施設内で行われてきた看護に加え、在
宅での看護が注目されてきている。そのため、在宅
での看護の一端を担う、訪問看護活動も活発化して
きている。訪問看護の歴史は、明治時代の近代看護
と共に始まる。近代看護が芽生えた明治時代から今
日に至るまでの間、日本の社会'情勢はさまざまに変
化し、また多くの戦争を体験してきている。そうし
た時代の社会的背景を反映しながら、訪問看護はそ
の活動形態を変化させ、その位置づけも変わってき
ている。
これまで、訪問看護の歴史に関しては、保健婦の
歴史の流れや、訪問看護を実施した各々の施設・団
体の記念誌などに見られる。特に、各施設・団体の
訪問看護の移り変わりについては、高橋')や大国2）
らにより詳細な記述・文献が見られる。こうした文
献を概観してみると、さまざまな形で発生した訪問
看護ではあるが、今日の形態に至る活動の経過や変
遷の節目には、何か共通する因子があるように思わ
れる。しかし、訪問看護の発生や変遷の共通因子を
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Ｉ研究目的
訪問看護の発生の経緯を知る。
訪問看護活動の変遷に共通する因子を探索する。
Ⅱ研究方法
１研究期間
平成８年４月１日から平成１１年１０月３０日
２研究対象
終戦直後までの訪問看護活動をリードし、当時
の訪問看護活動に大きく影響を与えたと思われ
る東京および大阪の８活動主体を今回の研究対
象とした。
〈東京＞・恩賜財団母子愛育会
・社会福祉法人賛育会
・東京市
l）川崎市立看護短期大学
2）桐生短期大学
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資格」「対象者」「訪問看護活動内容」
「訪問看護以外の活動」「その後の変遷」
上記の視点をもとに、研究対象の各施設史料
・訪問看護に関わる資料・訪問看護史などの文
献を収集し検討した（参考資料参照)。そして、
訪問看護の発生および変遷に関わると思われる
因子をすべてセンテンス単位で抽出し、さらに
その因子の中から、主要なものと捉えられる８
活動主体に共通する因子を抽出した。
・東京帝国大学セツルメント
・日本赤十字社本部産院
<大阪＞・朝日新聞社大阪厚生文化事業団
・大阪市（市立乳児院）
・大阪乳幼児保護協会
３データの収集および分析方法
まず、文献を読むにあたり、訪問看護の変遷
を概観するのに有用と思われる視点を以下の通
りに定めた。
<視点＞「活動主体（設置主体・設置の動機・設置
年月日)」「訪問看護活動開始時期」
「活動拠点」「訪問看護活動者」「活動者の
Ⅲ結果
１各活動主体の概要（表１）
活動主体
東京市
日本赤十字
社本部産院
社会福祉
法人賛育会
東京帝国大
学セツルメ
ント
恩賜財団
母子愛育会
表１分析対象とした活動主体の活動経緯概要
発足のいきさつ
･大正12年６月
｡高い乳幼児死亡率
･大正11年
・日本赤十字社
･平時の保健的社会事業
･生活不如意の妊産婦、乳幼児
･母性、保育者の知識向上
。高い乳幼児死亡率の低下目的
･強健な次世代国民の育成
･児童保育
･前身～
帝国大学学生基督教青年会
･経済不況・米騒動（Ｔ７）
･民衆の生活苦＆社会不安の増大
･大正デモクラシー＆労働運動
･木下正中
･婦人と小児の保護保健と救療
･妊産婦と乳児の相談所（Ｔ７）
･慈善事業的
･賛育会本所産院の秋設（Ｔ８）
･民権運動＆学生運動
(明治中期）
､労働階級の貧困改善（Ｍ３0代）
･社会的活動
(慈善活動ではない）
･キリスト教思想・救貧施設
･関東大震災
･麓災被害者への救護活動
･東京本所柳島セツルメントハウ
ス（Ｔ13）・賀川豊彦
･隣保事業
･大学拡張運動
･大正デモクラシー
･学生セツルメント
･昭和８年
･皇太子誕生記念
･児童及び母性の教化と養護の
諸施設建設のため
･農村部の乳幼児死亡率の高さ
･国策との目的合致
･愛育研究所（中央）
･愛育村（地方）
活動の内容
・３カ所の児童相談所
～聖路加国際病院内
～浅草区玉姫町（スラム地区）
～深川区森下町（スラム地区）
･６歳未満の乳幼児および保護者
･地区の訪問看護指導
･専門医による育児健康相談
･外勤産婆および巡回産婆事業
。近隣の部落（細民部落）
･生活難の家庭
･巡訪・出張診療
･家庭訪問
･妊産婦の診療、助産
･関東大震災（Ｔ12）～拠点焼失
･近代的社会事業へ（Ｔ15）
･乳児院・託児所
･助産婦看護婦の養成
･訪問看護（妊婦家庭）
･巡回産婆（Ｔ13）
･乳児死亡率の改善目的（Ｓ12）
で発展
･世界大戦に伴う人的資源の確保
(国家使命）
･乳児の保育指導
･成人教育中心
･医療部～衛生調査、健康診断、
予防接種
･無料診療
･診療の介助＆薬局＆健康相談
･看護婦による患者の家庭訪問
～問診＆処置についての判断を
実施
･愛育村活動
･班員による各家庭調査
･産婆、保健婦による家庭訪問
･家庭訪問看護（助産、病虚弱児
看護、器具貸出、栄養指導）
･保健教育・健康相談
－２－
関連した人
･後藤新平＆トイスラー
院長（発起人）
･各相談所に１人ずつ
訪問婦（詳細不明）
･相談医～斎藤潔
･巡回産婆２名
(詳細不明）
･医員
･大正婦人会会員
･専任の訪問看護婦の
配置
･妊娠、産得、疾病に関
する相談＆指導
･助産婦（産婆）～
15才以上30才以下＆
独身＆相応の学力＆修
業後1年の勤務義務
･修業機関２年
･ベテラン看護婦
･産婆資格を有する
･堀越氏・久須美氏
･花田氏
･奥村富子（セツルメン
ト診療所主任看護婦）
･帝国女子医専の女医＆
看護婦
･村在住又は出身の産
婆、保健婦
→一定期間の再教育
･保健婦養成所出身者
･愛育班員
変遷
･関東大震災（Ｔｌ2年９月）
により中断
･震災後
～京橋、浅草、本所、
深川、下谷に増設
(活動再開）
。大正12年９月関東大震災
→巡回産婆制の休止
･昭和～軍事進行
(巡回産婆制休止のまま）
･ＧＨＱ→看護制度の改革
・日本赤十字社中央病院と合併
→活動中止
・日華事変（Ｓ12）
･東京大空襲（Ｓ20）
～施設全焼
･解散宣言（Ｓ20）
～活動一時停止
･再建（Ｓ２１）
･満州事変（Ｓ６）
～思想検察＆軍国主義
・自由主義的傾向の非難と
弾圧
・自発的閉鎖、解散（Ｓ13）
･治安立法による弾圧
～活動の衰退および消滅
･諸施設の恩賜財団「愛育
会」への移譲
･戦時下も事業拡大
･愛育村指定
(昭和19年まで）
･保健婦再教育講習会開催
･ユニセフミルク
(昭和30年）
･戦後も愛育村活動は活発化
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表１分析対象とした活動主体の活動経緯概要（つづき）
【明治時代】
･川水飲料・上下水道の未発達
･外国との交通発達→悪疫の流行
【大正時代】
･中産階級以下の出産家庭
･受託保育・乳児診療
･育児相談
･訪問看穫（訪問票）
･各乳児院
４名ずつ訪問婦を置く
･産婆、看議婦の資格を
併有
･乳児院のその後は詳細不明
･志は
小児保健所
訪問婦協会
大阪市 ･諸工業の発達→「煙の都」 →各家庭の状況、既往や現症、 ･採用後１ヶ月の育児教 健康相談所の３本柱へと
・６大都市中最高率の乳児死亡率 栄養状態、誤りの修正などの 青を受けた者 引き継がれる
･貧困 聴取、指導
･一般家庭での育児知識の不足 タデタグタヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂヂ夕タジグチタタググヂヂグヂヂ りづタグヂヂデーヂヂタグヂヂヂヂクヂヂＰっゴ ｐ‐つジグ夕宇ヂヂヂヂヂグヂヂヂヂタジグタデタヂヂシ，
→乳児院開設･(堀川、今宮） ･保健婦活動→ソーシャルワーカー ･巡回員→「保健婦」の ･戦時体制の強化（Ｓ15～）
･大阪乳幼児保謹協会＆
小児保健所の解散（Ｓ15）
･大阪母子愛育会へ移管
'ククククタクククタタタククタ｡ タクタ勺夕クククタタクタタクククタタタクタタクタククククタク
的要素が強い 名称を使用
【昭和時代】 ･病人取り扱わず ･女子大卒→日赤病院で
大阪乳幼児
･乳児死亡率やや減少 ･乳幼児の健康管理が主目的 １ヶ月の看蟻の講習
･結核死亡の増加 ･来所相談
保護協会 ･伝染病擢患および死亡変わらず ･家庭訪問→調乳、保育指導、
＝主任保健婦
･高等女学校卒
＝一般保健婦･大阪府・大阪赤十字病院 早期受診勧奨
→大阪乳幼児保櫨協会（Ｓ2年） ･保健指導専門 ･医師１ 、 保健婦２，
→小児保健所（Ｓ3年） 小遣い１
･関東大鰻災（Ｔ12） ･公衆衛生訪問婦の養成訓練 ･保良せき女史 ･保健所法の制定（Ｓ12）
･被災者救済 ･出張所の設置 ･公衆衛生訪問婦
朝日新聞社
･社会事業の促進（Ｓ３） (菖歳町、善隣館、四貫島セツ (定員12名）
･先駆的役割の終わり～解散
･戦災による活動拠点の焼失
･朝日新聞社社会事業団訪問婦協会 ルメント、十三ミード社会館、 ･高等女学校卒後３年 ～保良せきの個人活動
大阪厚生文化 (Ｓ５）～訪問看獲事業 愛染園） の看蟻教育十
事業団 。高い乳幼児死亡率→低減目的 ･家庭訪問、託児、健康相談など 2年以上の実務経験
･乳幼児の健康管理
･ポランタリーな組織
(セツルメント的）
･発足者：浜田光雄＆保良せき
(クリスチャン）
1）東京市
大正12年６月に、当時の日本の高い乳児死亡
率への対策のひとつとして、東京市長の後藤新
平氏が聖路加国際病院のトイスラー院長と協同
して、聖路加国際病院内と、スラム地区にあた
る浅草区玉姫町および深川区森下町に児童相談
所を開設し、各相談所に訪問婦を１人ずつ常置
して訪問活動を開始した。活動の対象者は６才
未満の乳幼児とその保護者であり、欧米の乳幼
児健康相談事業にならった、専門医による育児
健康相談や地区の訪問看護指導を行っていた。
この活動は、都市における公的な活動としては
日本で最初であり、それまでの防疫中心（取締
行政）から予防中心（指導行政）へと発展した
意味において、非常に意義のある活動であった。
大正12年９月の関東大震災により活動は一時中
断されるが、その後新たに京橋、浅草、本所、
深川、下谷の５カ所に児童相談所を増設し、活
動を再開している。
2）日本赤十字社本部産院
赤十字国際連盟の、平時保健事業の拡大によ
る人類福祉の増進という公約に基づき、大正
１１年５月に日本赤十字社は、生計不如意の妊
産婦、乳幼児を保護診療により出産前後の安全
をはかり、また保育相談に応じて母性、保育者
－３－
･助産婦資格
･塚越婦美子
･大谷常子
の知識の啓蒙向上を目的として産院を開設した。
開設時の産院事業は、上記保護診療や保育相談
の他に、産婆養成、外勤産婆および巡回産婆を、
近隣の保護を要する部落において実施した。こ
れは、来院への広報活動が最下層の人々に対し
て効果が薄く、産院の事業への理解や利用が困
難であることから巡回産婆制をとる必要性が
あったためである。巡回産婆制は、細民部落に
ある大正婦人会（知識層の有志婦人による社会
事業団体）を介した出張診療を行った。巡回産
婆は２名で、時として医員と共に大正婦人会の
案内で家庭訪問や妊産婦の診療、助産を行った。
大正12年９月、関東大震災が発生し、大正婦
人会および部落は焼失し、震災救護事業として
の産院内の業務が繁忙となったこともあり、巡
回産婆の制は休止となり、その後もその活動は
復興しなかった。
3）社会福祉法人賛育会
賛育会の前身は、明治21年に発足した帝国大
学学生基督教青年会の「貧しい人への医療」を
志すために行った無料奉仕活動である。第一次
世界大戦後の経済不況と、大正デモクラシーの
思想の影響が大きかった。
そして、欧州視察から帰国した木下正中博士
（賛育会初代理事長）が、当時細々と行われて
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いた大学青年会医院の活動を、妊産婦および乳
児の相談所として拡大、大正７年「賛育会」を
設立、大正８年に賛育会本所産院を開設して妊
産婦保護事業の運営を開始した。事業目的は
「基督教の趣旨に基づき、婦人と小児の保護保
健および救療を行う」こととし、慈善事業的で
あった。
大正12年９月の関東大震災で活動拠点が焼失
したが、同年12月には宮内省の援助により、産
院および乳児院を再建、活動を再開した。そし
て、大正15年には財団法人として許可され、そ
れまでの慈善事業的活動から、近代的社会事業
へと変化した。賛育会の事業において、特に、
乳児院事業（Ｔｌ0年～)、託児所事業（Ｔ7年
～)、助産婦看護婦の養成事業（Ｔｌ０年～）訪
問看護事業は先駆的意味をもつものとして注目
される。賛育会の訪問看護は、大正１３年１月に
巡回産婆の形で、太平町・梅森町を中心として
妊婦の家庭を訪問し指導するところから始まる。
しかし、記録が残っていないため詳細は不明で
ある。訪問看護活動が本格化したのは、昭和１２
年になって当時高かった乳児死亡率の改善のた
め、専任の‘訪問看護婦，を１人配置した試み
からである。昭和14年６月には、訪問看護婦を
３名に増員して訪問地区を拡大、活動も拡大し
ていった。当時、訪問看護婦事業は、家庭訪問
や妊産婦発見とそれに伴う他職種との連絡、乳
児に関する相談、指導など多岐に渡っており、
活動者にはかなり豊富な知識と訓練が求められ
ていた。
事業が波に乗ってきた矢先、昭和20年３月の
東京大空襲により東京の施設が全て焼失したた
め、翌々日に解散宣言がなされ、大正７年に創
立されてから約30年にわたる賛育会の活動は、
その後昭和21年に再建されるまで停止した。
4）東京帝国大学セツルメント
東京帝国大学セツルメントは、関東大震災の
折りに東大の末弘厳太郎教授の元にただちに被
災者への教護活動展開した、東大学生救護団を
前身としている。この震災をきっかけに、更に
進んで永久的活動団体を組織しようという気運
が高まり、大正13年６月に東京本所柳島セツル
メント・ハウスを開設した。この誕生には、明
治42年からセツルメント活動を続け、学生セツ
－４－
ルメントの先駆的存在であった賀川豊彦の働き
かけと、彼らの震災被害者への隣保事業がひと
つのモデルになっていたが、「大学拡張運動と
してのセツルメント」として労働者を対象とし
た社会的運動の一環として独自の色合いを持っ
ていた。また、その活動の発展には当時の大正
デモクラシーの思想が大きく関わっていた。
東大セツルメントの活動は、労働者への‘成
人教育，を柱に七事業が展開され、その一つと
して医療部事業が実施されていた。医療部では、
レジデントを中心に地域の衛生問題や健康診断、
予防接種などを実施しており、対象者の多くが
金銭的な問題を抱えていたため、医療部は軽費
診療や時には無料診療も行っていた。こうした
画期的な活動の中で、看護婦も大きな役割を果
たしていた。診療の介助や薬局の扱い、児童部
の健康相談が主ではあったが、産婆資格を有し
たベテラン看護婦による患者の家庭訪問が行わ
れ、時には彼女たちは医師の代わりに患者や家
族の問診をし、処置についての判断まで行って
いたという。
昭和６年の満州事変以来、国内では軍国主義
の強化と共に思想検察も厳しくなり、セツルメ
ント活動の自由主義的傾向は非難され弾圧され
るようになった。そして昭和13年には自発的閉
鎖・解散に追い込まれるに至った。なお、セツ
ルメントの活動拠点であった諸施設は、恩賜財
団・愛育会に移譲されている。
5）恩賜財団母子愛育会
愛育会は、昭和８年に皇太子誕生を記念して、
わが国の児童および母性の教化と擁護の諸施設
をつくるために設立された。その趣旨は、①児
童に対してはその健全な育成を、②母性に関し
ては、完全な育児思想を啓蒙すると共に、母性
自身への健全な母性道の自覚を、③社会に対し
ては、児童と母性の保護のために施設を設置す
るという方針に基づき、中央には愛育研究所を
設立して調査研究の中心機関を、地方には愛育
村を指定して愛育事業の実際的な普及指導を
図った。
母子に対する多岐に渡る活動の中で、特徴的
なものが愛育村活動である。愛育村活動は昭和
１１年に事業開始し、全国地方中等度の民位の農
村漁村や、乳幼児死亡率の比較的高位にある町
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村を選び、当該村在住の婦人団体や女子青年団
体の団員など、高等小学校卒業以上の教育を受
けた者を村単位で愛育班として組織した。各班
員は、受け持ち家庭を分担し、必要時産婆や保
健婦と連携を図りながら妊産婦、乳児、心身異
常のある母子、精神発達に問題のある児への家
庭訪問を実施し、全村もれなく指導の手が差し
のべられるように活動を行った。保健婦は、村
在住または出身の産婆・看護婦資格を有する者
を、一定期間本会その他で再教育したり、ある
いは赤十字社その他既設の保健婦養成所出身者
などを採用した。昭和11年には５村であった愛
育村は、昭和21年には1169村にまで広がってい
る。
戦時下にあっても愛育会の活動は、時代の要
請に基づいた政府の母子保健対策にかなりマッ
チしたものであったため、着々と事業を拡大し
各方面で成果を収めた。終戦後は、疎開保育園
は閉鎖し、母子生活相談所をデパートなどに開
設、都内戦災母子慰問診察や引揚母子保健診察
を開始している。昭和30年にはユニセフミルク
の配給業務について厚生省と委託契約を結び、
戦後の愛育村活動の活発化へと繋がっていった。
6）大阪市
明治時代、川水飲料や上下水道の未発達、そ
して諸外国との交通の発達により悪疫が流行し
ていた大阪は、大正に入って工業都市として一
大飛躍を遂げ、それに伴う人口増加も著しかっ
た。当時大阪市は全国的にも乳幼児死亡率が高
く、その原因として、前述の背景に加え、一般
家庭における育児知識の不足と家庭の貧困が根
本にあるとして、その対策が重要視された。大
坂市はその指導啓発と共に、昼間の受託保育施
設として大正１１年に堀川乳児院を、大正13年に
今宮乳児院を開設した。また、各４名ずつの訪
問婦を配置して、中産以下の出産家庭を対象に
訪問看護活動が始められた。訪問婦は、全て産
婆と看護婦の資格を併有し、採用後１ヶ月間毎
日数時間の育児教育を受けた者たちであった。
東京市の活動と同じく、公的機関による訪問看
護の草分け的存在であった。
7）大阪乳幼児保護協会
もともとは大阪市の始めた乳児院での訪問活
動であったが、乳児院の活動では全大阪市に働
－５－
きかけるには無理があった。その時アメリカよ
り帰国し‘小児の健康相談所，に興味を抱いて
いた大阪赤十字病院の大久保直彦氏と、大阪府
の意向により、昭和２年に誕生したのが、大阪
乳幼児保護協会（以下、保護協会と略す）であ
る。協会の小児保健所は、昭和３年に大賀小児
保健所、聖バルナバ小児保健所、長谷川保健所
と開設され、乳幼児の健康管理と乳児死亡の低
減を目的として活動が展開された。そのため、
病人は取り扱われなかった。
小児保健所の中核をなすのが保健婦活動であ
り、開始直後は巡回員と呼ばれていた活動者に
昭和３年に初めて「保健婦」の名称を用いてい
る。小児保健所での保健婦活動は、看護活動よ
りはソーシャルワーカー的性格が強かった。健
康相談、保健指導、牛乳や栄養食品の配給、街
頭募金などの他に、生活全般に渡る援助の必要
性から、社会資源の紹介や人間関係の指導など
も行っていた。こうした活動のために、発足当
時は看護婦ではなく、女子大卒の者に日赤病院
での１ヶ月の看護研修を行い、その人を主任保
健婦として雇用し、その下に高等女学校卒の一
般保健婦を配置していた。しかし、その後は事
業の発展につれ、彼女たちでは需用が満たせな
くなり相当数の看護婦を採用した。
１０年足らずの問に、大阪府下には25の小児保
健所が開設された。しかし、戦時体制の強化さ
れる昭和15年にまず保護協会が、翌年には小児
保健所が解散し、事業は大阪母子愛育会に移管
された。
8）朝日新聞社大阪厚生文化事業団
朝日新聞社の厚生文化事業団が誕生した直接
のきっかけは、大正12年の関東大震災時の被災
者救済のための義援金募集活動であった。昭和
３年に大阪朝日新聞社内に社会事業団が誕生し
たのをきっかけに「朝日新聞社会事業団」を設
立し、組織的に社会事業促進を試みる活動を開
始した。その事業の一つとして、昭和５年に朝
日新聞社会事業団訪問婦協会（以下、訪問婦協
会と略す）を設立し、当時高率であった乳幼児
死亡率の低減を目的に訪問看護事業を展開して
いった。
訪問婦協会の設置にあたっては、浜田光雄氏
と保良せき女史の尽力によるところが大きい。
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二人ともクリスチャンであり、浜田氏は自身の
子を疫痢で亡くしたことから乳幼児保護に深い
関心を抱いており、また保良女史は、アメリカ
留学中訪問看護婦としてセツルメント活動に参
加した経験から、日本での訪問事業への熱意を
持っていた。その二人が大阪で出会い、事業活
動として発展させていった。公衆衛生訪問婦の
活動は、家庭訪問や託児などの乳幼児・妊産婦
への活動を中心に多岐に渡っていた。発足当時
は、貧民街を含む小規模な区域に活動を限定し
ていたが、保良女史による共同生活をしながら
の公衆衛生訪問婦の養成訓練の試みの成果も
あって、昭和11年には訪問婦12名を確保し、出
張所を４カ所設けて事業を拡大していった。
多彩な活動を行ってきた訪問婦協会だが、昭
和12年に保健所法が制定され、大阪市立の保健
所が設立されて活動が拡大したのを受けて、昭
和13年３月に、新聞社としての先駆的役割を終
えたとして解散を宣言、７年半にわたる訪問婦
事業に終止符を打った。事業の解散後は、保良
女史がその施設を後見し、個人の事業として訪
問婦活動を継続していった。その活動は、昭和
表２分析の視点に基づく各活動主体の主要因子
－６－
１９年に戦災で活動拠点を焼失するまで続けられ
た。
２各活動主体に共通する因子（表２）
１）設置の時期および動機
各活動母体である設置主体の設立は、昭和９
年に設立された愛育会を除くと、ほとんどが大
正後期から昭和のごく初期に集中しており、設
立の動機には大きく３つの傾向が見られる。
①乳幼児死亡率の低下対策：第一次世界大戦の
戦争景気に伴う人口の都市集中化による環境汚
染の悪化と、その終戦後の経済不況時に顕著に
表面化した貧困層家庭の不衛生さや栄養不足、
育児知識の不足などにより、諸外国に比して、
全国的に高い乳幼児死亡率が注目された。東京
市と大阪市は、公的機関として初めてその低減
を目指して公的な活動を開始している。保護協
会も、大阪市の活動から昭和２年に枝分かれし
たものであり、きっかけは同様である。また、
日本赤十字社本部産院（以下、日赤と略す）と、
時期的にはやや遅く設立された愛育会も同様で
ある。愛育会においては、都市部というよりむ
しろ全国の農村部に目を向けた活動を行ってい
東京市 日本赤十字社
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基包軟思麺
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（学
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牛諏⑩）
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Ｔ13年
｡届村邸における高い乳
幼児死亡率
．且太子の星生
Ｓ９年
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．高い乳幼児死亡車
(６大徳市中最高）
･貧困
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(左紀に同じ）
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･関東大璽災（Ｔ１２）の
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･組鍾的社会事藁の促辿
Ｓ３年
２訪問看璽活動
(1)開始時期……‘
(2)活動拠点
(3)目的
(4)活動者
(5)資格
(同上）
■ａ夕●のの夕｡‐｡●の｡｡●ののダダ●
児童相談所
乳幼児死亡率の
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Ｐ毎●タヂタニーつつ‐タタタタヂヴーつ＝
訪問婦
不明
Ｔ11年
本社直営の産院
Fクク今今づづタグ○ＰＦＰ一ｐ‐夕＝ー‐.
･乳幼児死亡事の低減
･母性・保育肴の知厘の■
蒙と向上
巡回産婆
不明
Ｔ13年
再建後の産院
抄タタククタクチタタヂニヂタナヴダクタクロ
婦人と小児の
保壊保健と救療
巡回産要（Ｔｌ3）
－訪問君瑠閉（Ｓ12）
グワグづつ‐ウヂづづつ●づタグヂー
助産間学校卒（２年）
後１年の黄青会勤務
15ｐ以卜型室以下
独身
Ｔ15年
柳島セツルメン
ﾄ医療部
Ｐクヂグーグタタヂタヂタヂヂグヂダヂグタ己
労働者階級の貧困
改善
･ペテ
帝国
顧錫
ラン看
女子医
扇娼
専の看
産婆資格を有する
Ｓ１１年
夕少の●｡●●
愛育村
児童および母性の
教化と養壊
(村在住・出身の）
保健婦・産寝
一定期間の再教育
保健婦養成所出身
者
Ｔ13年
●夕のりＰ夕少ののっ今夕の夕ダダ●夕夕
･堀川乳児院
･今宮乳児院、
乳幼児保護
訪問婦
(４名ずつ）
看寝昼・産婆資格を
併有
育児較育学習（１ヶ
月）
Ｓ３年
小児保健所
乳幼児の健康管理
巡回員
一保健婦
女子大卒→日赤寮院で
の酵習（１ヶ月）－主
任保健蝿
高等女学校卒一一般
Ｓ５年
朝日新聞社社会事
業団訪問婦協会
夕夕つゆタタタタのタグタクｐグタタヂ鋲チニ己
･乳幼児の健康管理
･乳児死亡の低減
公衆衛生訪問婦
(12名）
ヴヂクＰっタシゥタグタグヂジヮググヂヂウヂロ
高等女学校卒後３年の君
寝教育
２年以上の実務経験
産婆資格を有する
３訪因看厘活助の姪過
11尉象煮….……．
(2)内容
●今夕クダタタタタググタグタヂクタタタニ
(3尾の他の活動
(4腔遷
６歳未満の乳幼児
および保悪者
･地区（主にスラ
ム）での
訪問看護指導
(内容の詳細は
不明）
専門医による
育児健康相談
Ｔｌ2年関東大震災
(→中断）
→再建へ
(５カ所に増設）
細民部落の妊産婦
･出張診療
･家庭訪問
．妊産婦の診療と
助産
Ｔ12年関東大腫災
↓
休止
(本所・東川・危戸・盟地
の)乳幼児と妊婦
･一定区域内の妊産局家庭
の防困
･風定カードへの妃入を介
し医周と連授
･関係官暑．魯貝、厘喧と
連碗し妊厘閏の兄見
､出亜届け．融痩への心得
を牧示
･乳児の官児へのアドパイ
ス
･妊亙脚の相顔．櫛導
乳児院、託児所、
助産婦看護婦養成
①Ｔ12年関東大麓災
→（再述）
②Ｓ20年東京大空慶
一（解散）
－Ｓ２１年再述へ
労働者階
および病
級の母子
人
･患者および家族
への問診
．（時には）処置
についての判断
･健康相談
･黛末
･勘寂
簾料診寂
の介助・菓局
Ｓ６年満州事変
→（思想弾圧）
Ｓ13年
自発的閉鎖・解散
(魔設は愛育会へ）
妊産婦および乳幼
児（母子）
家庭訪問看護
･助産
･病弱児看護
･器具貸出
･栄養指導
健康相談、保健教育、
班員饗成など
(戦時下も事業拡
大）
Ｓ30年ユニセフミルク
愛育村活動の活発化
中産階級以下の
出産家庭
訪問票による
･家庭状況
･健康状態
･栄養状態
などの調査とそ
の指導
･各種相談
(乳児院のその後は
詳細不明）
→小児保健所、
訪問婦協会、
健康相談所事藁へ
(同左．ただし
病人は扱わず）
･健康相談
･保健指導
(ソーシャルワ
－ク的内容）
牛乳・乗饗食品の無料丘布
街頭募金
(暇時体制の強化）
一Ｓ15年協会解散
Ｓ１６年小児保健所解
敢
一大阪母子愛育会へ移
管
乳幼児・児童およ
び保護者、妊産婦
家庭訪問
･妊産婦及び病人の合理
的手当
･衛生、栄養食の画理法
･包帯、湿布、救急処置
を指導
･乳幼児、児童の健康相
譲
託児、予防接種、
キャンプ開催等
Ｓ12年保健所法
制定→解散
Ｓ１９年戦災により
活動拠点の焼失
和 名を健
4
2年に保健所法が制定され、大
で
3年3月に、新聞社としての先
散を宣言、 7
19年に戦災で活動拠点を焼失する
fこ
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る。
②貧困者への慈善的活動：当時の経済不況と大
正デモクラシーの思想から、民衆すなわち労働
者階級の生活がクローズアップされてきたこと
と、そこにキリスト教思想が入ってきたことに
影響を受けて生まれた活動である。これにあた
るのが、賛育会と東大セツルメントである。
③関東大震災（Ｔｌ2年）の被災者救済：東大セ
ツルメント活動の動機のひとつでもあり、朝日
新聞社大阪厚生文化事業団の設立の直接的起因
である。
2）訪問看護活動開始時期
ほぼ設立と同時期あるいは２年以内に開始し
ている。
3）活動拠点および目的
活動拠点は大きく、①公的機関（東京市、大
阪市、保護協会)、②乳幼児と母性の保護施設
・産院（日赤、賛育会、愛育会)、③セツルメ
ント（東大セツルメント、大阪朝日訪問婦協
会）に分類される。
目的はどれも、乳幼児死亡の低減と乳幼児お
よび母性の保護・健康管理である。セツルメン
ト活動によるものにおいては、その中でも特に
貧困者・労働者階級に焦点を当てている。
4）活動者および活動者の資格
当時の訪問看護の担い手は、巡回産婆（日赤、
賛育会、愛育会）と、訪問婦（東京市、大阪市、
大阪朝日）あるいは訪問看護婦（昭和１２年後
の賛育会)、そして看護婦である。「保健婦」
という職名は、昭和３年に保護協会が小児保健
所を設立すると同時に、訪問看護を行っていた
訪問婦を「保健婦」の名称で呼んだのが始まり
で、その後愛育会の活動者も保健婦という名称
を用いている。
資格は、乳幼児および母性を対象とした訪問
活動が主となるため、‘産婆資格を有する’こ
とを条件としているところ（賛育会、東大セツ
ルメント、愛育会、大阪市、大阪朝日）が多い。
その他には、それまで有していた看護婦経験の
上に、さらにある一定の保健関係の研修を受講
することを義務づけたり、各主体ごとにそれぞ
れの関連施設における数カ月の実地研修を行っ
て、知識と技術の向上を図っている。
当時としては、かなり家柄のしっかりした一
－７－
般教養の高い独身女性が、相当の公衆衛生的な
専門的教育を受けて実践していたことがうかが
える。
5）対象者
東大セツルメントは、全体の活動目的が労働
者階級の貧困改善であり、訪問看護もその活動
の一部として実施されていたため、組織として
の活動対象者は、大きく‘労働者’であった。
しかし、実際に訪問看護を行っていた対象は、
そうした貧困（スラム地区）家庭の母子および
病人であった。
その他の７主体は、乳幼児死亡率の低減が目
的のため、対象者は乳幼児およびその保護者・
妊産婦である。東京市や大阪市、日赤は、特に
その中でも貧困層にあたる細民部落の母子にし
ぼっているところが特徴的である。また、家庭
に病人が出た場合も同様の支援がなされていた
が、保護協会だけは、主目的が乳幼児の健康管
理のため病人は取り扱わなかった。
6）訪問看護活動内容
訪問看護活動に共通してみられることは、各
規定された一定区域内の対象者家庭を、必ず産
婆あるいは訪問婦が家庭訪問をし、直接実際の
生活状況や母子の健康状態、栄養状態をそれぞ
れの調査票・訪問表に基づいて把握するという、
調査をまず実施していることがあげられるだろ
う。そのうえで、活動者が妊産婦の診療を行っ
たり、必要時助産などの実践をし、あるいは乳
幼児のための衛生・栄養食などへの指導を実施
している。
さらに、訪問活動は主に活動者である産婆、
訪問婦と対象者間だけで行われるのではなく、
状況に応じて専門医への連絡や処置の依頼など、
現在の保健婦の役割でもあるコーディネーター
的な働きもしていた。当時の家庭訪問・訪問看
護活動は、現在は保健所などで集団で実施され
ている育児指導や相談、妊産婦指導などが、各
家庭の中で各々の状況に応じて個別に提供され
ていた。
また、訪問看護以外の活動として多くに共通
して見られるものに、「活動者の養成」「託児
事業」があげられる。大阪朝日訪問婦協会では、
保良せき女史が中心となって、質の高い訪問婦
を育成するため、独自に千里山に訪問婦の寄宿
:
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舎を建てて、共同生活をしながら公衆衛生訪問
婦の養成訓練を始めている。保護協会では、事
業の一環として保護医および保健婦の養成を実
施していた。日赤と賛育会も、産婆の養成学校
を開設し、助産婦看護婦の養成事業に力を注い
でいた。
「託児事業」は、乳幼児を対象とした活動に
付随して、１日のある一定時間乳幼児を預かり、
乳幼児の栄養改善や心身の発達を援助するため
の託児所や、両親に恵まれない乳幼児のための
乳児院が各活動主体内（大阪朝日訪問婦協会、
賛育会、東大セツルメントなど）に設けられた。
7）その後の変遷
日赤は、大正12年関東大震災により活動を休
止。日赤以外の７主体は、昭和に入ってから訪
問看護活動を活発化させ、乳幼児保護および死
亡率の改善に大きく貢献したが、その後の軍国
主義が強くなる中、東大セツルメントは、昭和
１３年に自発的閉鎖・解散、昭和１５年には保
護協会が、１６年には小児保健所が解散。それ
らの業務・施設は全て母子愛育会に移管されて
いった。そして昭和１９年の大阪地区への戦災
により、それまで個人事業として継続していた
保良女史の訪問活動も拠点を失い終結し、さら
に昭和２０年東京大空襲により賛育会も解散す
ることとなった。
150
4５５０５５５７
?
??
?????（????）
０
Iま、病院出産イコール難産というあまり良くない
イメージがあった。そのため、必然的に、各家庭
へ出向いての看護提供が求められたと考えられる。
活動開始後、それまでの高率な乳児死亡率は、昭
和14年頃を境に徐々に低下し始め、昭和16年には
戦前で最低の84.1にまでなったことが図ｌより読
みとれる。そして戦後はさらにめざましい改善が
みられ、平成8年には3.8と、世界的にも最高水準
の値に達している。
当時の、対象者の金銭的問題面や風潮を配慮し
ながらの、個々の状況に応じた細やかな訪問看護
活動が、当時の乳児死亡率の低減に大きく貢献し
ていたことが推察される。
表３乳幼児死亡他都市との比較
（大正14年）
Ⅳ考察
１乳児死亡率の推移と訪問看護
大正時代、日本の乳児死亡率は150以上（出生
千対）であり、都市部でも諸外国に比べて高く、
農山漁村ではさらに高率であった（表３)。
（昭和61年「国民衛生の動向」より）
図１乳幼児死亡率年次推移の国際比較
２経済不況と訪問看護
第一次世界大戦中の好景気の後に訪れた経済不
況は、各地域に貧困層を拡大させ、劣悪な生活環
境で、十分な教育も受けられず、栄養失調となる
妊産婦・乳幼児を多数生み出した。特に女子に対
する教育の不十分さは、妊産婦の衛生観念の欠如
や育児知識の不足を生みだし、そのことが間接的
に乳幼児死亡率を高める結果となっていたと考え
られる。そうした背景の中、各活動主体が訪問に
よって各家庭へ出向き、必要な衛生面や出産・育
児の知識をまず草の根的に人々に普及し、技術を
提供することは、最も効果的な方法ではないかと
思われる。はじめは、見慣れぬ活動のため奇異な
当時の日本は、自宅分娩が主流であり、病院で出
産するには高い費用が必要であったし、また当時
注出生１００
(大阪市保健指導研究会創立30周年記念号より）
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1 乳幼児死亡率年
2 経済不
目で見られてはいたが、活動者たちの努力によっ
て次第に浸透していき、こうしたBase-Up的な関
わりが、貧困層の生活環境の調整や知識提供に大
きく影響を与え、それに伴い乳児死亡率の改善に
寄与していったと言える。
３大正デモクラシーと訪問看護
大正デモクラシーとは、大正時代の特徴をなす、
政治・社会・文化の各方面に表れた民主主義的・
自由主義的傾向のことを指す。この思想を機に労
働運動が活発化し、社会問題として労働者階級の
存在が注目されていく。
乳児死亡の低減を目的とした訪問看護活動が、
特に衛生状態や栄養状態が著しく悪かった貧困層
やスラム地区の乳幼児や妊産婦、病人を対象とし
たのにも、デモクラシー思想の影響があったとも
考えられる。大阪朝日新聞は、大正初期より有力
な言論機関として、デモクラシー論を主張してお
り、訪問婦協会の設立にあたっても、社の方針が
反映されていただろうことが察せられる。また、
特に都心部においては、デモクラシー運動に影響
を受け、大学生を中心として積極的に社会へ働き
かけた学生運動の存在があった。賛育会と東大セ
ツルメントは、そうした学生運動の一部を礎に組
織化されていき、労働者階級や貧困層の家庭への
訪問看護をスタートさせ、発展させている。
労働者階級を主眼に据えた訪問看護活動が、全
国規模で実施されていった背景には、やはり、当
時の思潮により、以前よりも労働者階級や貧困層
への一般の人々の関心が高まっていたことが深く
関わっていたことがうかがえる。
４欧米思想と訪問看護
訪問看護活動は、公的機関によるものと、現在
で言うＮＧＯ（非政府組織）的要素を持った民間
活動主体によるものがある。民間活動主体の多く
に、欧米においてのキリスト教の思想やセツルメ
ント活動の実態を学んだ者たちが、創始者あるい
は活動者として深く関わっている（表ｌ参照)。
大阪朝日訪問婦協会の訪問看護活動の中心的人物
であった保良せき女史は、アメリカ留学中に訪問
看護婦としてセツルメント活動に参加した経験を
持ち、そこに、乳幼児保護に深い関心を持ってい
たクリスチャンの浜田光雄氏の尽力もあって、同
－９－
事業は大きな発展を遂げている。また、賛育会の
初代理事長に就任した木下正中博士は、‘基督教
の趣旨に基づいた，慈善事業的な活動として、訪
問看護活動を開始している。東大セツルメントに
よるセツルメント活動はもともとが、イギリスや
アメリカで創設された、キリスト教の思想に根ざ
した活動である。自ら進んで人や社会のために尽
くすというキリスト教の奉仕の精神は、訪問看護
活動を実践するうえで、活動者にとって精神的な
拠り所となっていたのではないだろうか。
第一次世界大戦後の経済不況から生じた経済的
貧困層の増大、乳幼児死亡率の増加に対しその改
善が求められていた時期に、ちょうどキリスト教
の精神に基づく訪問看護の形態が欧米留学してい
た人たちを通して輸入され、時代の要請に合致し
て、訪問看護は展開したとみることができる。
５戦争と訪問看護
第一次世界大戦の戦争景気は国を繁栄させたが、
結果的には工業の発達や都市の人口集中による生
活環境の悪化をまねき、大戦後の経済不況が重
なって更なる貧困層を生み出している。その後日
本は大陸への侵攻を国策の一つとし、昭和6年の
満州事変や12年の日華事変を機に軍国主義を強化
し、自由的思想やキリスト教思想などを強制的に
取り締まるようになる。そして、第二次世界大戦
勃発による都市部への頻回な空襲と破壊。戦争に
よって生じた社会のひずみに対して手を差しのべ
た訪問看護活動は、戦争への国家体制により活動
に物理的・人的規制を受け、戦争の結果、活動の
休止あるいは一時中断を余儀なくされている。し
かし、愛育会だけは、その設立動機や活動方針が
国策の人口増強に合致したため、いわば国家公認
の形でさらに発展していっている。訪問看護活動
の前史は、その発生から一時中断、あるいは戦時
中の活動に至るまで、戦争に伴う日本社会の流れ
や情勢に大きくその運命を左右されていたことが
うかがえよう。
６訪問看護活動者とその特徴
日本の近代看護が出発した明治20年代から大正
初期にかけての看護婦は、西欧仕込みの最高水準
の教育を受けた、選ばれた家庭の子女が多く、ま
たクリスチャンである外国人指導者により、キリ
に浸透していき、こうしたBase-
3 大正デモク
4 欧米思想
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スト教精神に則った奉仕の精神を持つ者が多かっ
たという3)。訪問看護の発生・活動には、奉仕の
精神を持ったキリスト教の教えが強く根底に流れ
ていたと言える。女性に対する教育は、戦前‘女
子教育，として、教育一般から区別されていた。
大正デモクラシーにより、それまでの高等小学校
に加え、女子の中等教育にあたる高等女学校を増
やすなどして、高等教育を女子にも解放していっ
た。しかし、大正15年においての、看護婦の学歴
を見てみると、６５％が小学校卒、高等女学校卒は
全体の18％にとどまっている4)。
訪問看護の中で、‘保健婦，という名称は、昭
和３年に、保護協会がそれまで巡回員と呼んでい
た職種に対して初めて用いたもので、現在のよう
な特殊な資格があったわけではなかった。「結
果」でも述べたとおり、各活動主体ごとに各々の
付属機関や提携機関において、ある一定期間訓練
を受けた看護婦や産婆を活動者としていた。保良
せき女史は、活動者の選考基準を「高等女学校卒
後３年以上の看護教育を受け、かつ２年以上の実
務経験を持つ者および産婆資格を有する者」とし
ていたが、当時の女子の教育背景からも推察され
るように、条件を満たす者は少なかった。そのた
め、保良女史は自ら、活動者の本格的な養成を実
施していた。
ユニークであったのは、保護協会の小児保健所
で実際‘保健婦，の名称で活動していた者たちで
ある。発足当時、同協会は、看護婦の採用ではな
く、女子大出の卒業生を日赤病院で１ヶ月看護に
関する教育を受けさせ、その人たちを主任保健婦
として各小児保健所に配置していた。そしてその
下には、高等女学校卒の一般保健婦という者を配
属していた。保護協会の女子大卒の者という基準
がいかに高く、相当の知識・技術レベルを持つ女
性が活動していたかがわかる。保護協会が活動者
として看護婦を起用しなかったのは、同協会が乳
幼児死亡の低減を目的としており、‘訪問看護，
が看護技術を必要とするのに対して、この場合の
‘保健指導，に求められたのが、育児知識とそれ
にも増して、社会事業領域での知識と技術であっ
たからである。そして実際、彼女たちは、健康相
談や保健指導、他職種との連絡など、現在のソー
シャルワーカー的な働きも先駆けて行っていたの
である。現在のような明確な資格はなかったが、
当時すでに、訪問看護活動の中には保健指導とい
う役割が認識されており、認識に基づいた活動員
の選択や養成が、相当高レベルにおいて実施され
ていたことは非常に興味深い点である。現在の保
健婦のまさに前身的な存在と言えるだろう。
おわりに
訪問看護の発生は、当時健康問題に関して、社会
に対して声を上げることの少なかった人々のニーズ
を的確に拾い上げ、その時代の生活形態、出産形態、
などを反映しながら、公的活動あるいは民間的活動
として、草の根的に発展していったと捉えることが
できる。
訪問看護は、時代の移り変わりによって流動的な
動きを見せている。しかしその流れは、一直線的で
はなく、行きつ戻りつしながら、少しずつその時代
に適した最良を模索していく、螺旋状の歩みになっ
ているように思う。第２報では、訪問看護が第二次
世界大戦前後から深く行政と結びつき、そして現在
の高齢者中心の訪問看護に至るまでの過程を通して、
今また在宅へ回帰しようする背景を探っていきたい。
最後に、この調査を実施するにあたって、貴重な
資料を提供して下さった諸施設の方々に深く感謝い
たします。
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abstract
Thebeginningofhome-visitnursingactivitiesgoesdatesbacktotheeraofMeiji・Theactivitieshave
undergonechangeswiththetimestobecomewhattheyaretoday・Theobjectiveofthisstudywasto
determinethefactorscommonlyfoundthroughouttheoriginalandthechanginghome-visitactivities
thathavecontinuedtothisday･Foranalysisexistentmaterialsandliteraturerelatedtohome-visit
nursingineightactivitycentersbasedinTokyoandOsaka・Thefindingsofthestudywereasfollows：
①Home-visitnursingwasconductedwiththemainobjectofreducinginfantmortalityrates・Ｔｈｅ
natureoftheactivitieswassuchthatcompliswiththemedicalsituationsandchild‐bearingfor
malitiesofthetimes．
②AfterWorldWarl，ｗｈｅｎtheeconomywasgreatlydepressed,themainstreamactivitieswere
targetedtowardshelpingtheincreasedpoverty‐strickenpeopleandtheworkerclasse．
③Thephilosophicalbaseofsuchactivitieswasoftenhumanisticandservingwithaspiritof
christianity．
④Quiteafeworganizationsfoundedindependentcoursesforadvancedtrainingstosecurecompetent
nursesashighlevelsofknowledgeandsknlwereexpectedfromhome‐visitnurses･Theavtivities
sometimeswereextendedtocoverdutieswhichwereoriginallythespecialityofsocialworkers．
Keywords；home-visitnursing，ｈｏｍｅ‐visitnursingactivities,home-visitnurse，midwifevisitor，
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